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広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号２

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
大

正　

年
（
１
９
２
３
年
）
の
こ
の
日
に
発

１２
生
し
た
「
関
東
大
震
災
」
を
教
訓
に
、
防

災
を
見
直
す
た
め
に
定
め
ら
れ
た
日
で

す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
多
く
発
生
す
る

台
風
へ
の
心
構
え
の
意
味
も
含
め
昭
和

　

年
（
１
９
６
０
年
）
に
制
定
さ
れ
ま
し

３５た
。

　

本
年
３
月　

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大

１１

震
災
で
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９�
０
と
い

う
巨
大
地
震
に
よ
り
、
津
波
被
害
、
原
子

力
発
電
所
事
故
を
受
け
た
東
北
地
方
は
も

と
よ
り
、
本
市
も
震
度
６
強
を
観
測
し
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
停
電
、
断
水
が
続
き

不
自
由
な
生
活
を
送
る
こ
と
と
な
り
、
私

た
ち
は
、
こ
の
大
震
災
で
地
震
の
恐
ろ
し

さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
私
た
ち
が
学
ん
だ

こ
と
は
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
「
自

助
」
の
大
切
さ
、
そ
し
て
地
域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
人
と
人
と
が
助
け
合

う
「
共
助
」
の
大
切
さ
で
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
大
切
な
命
や
財
産
を

地
震
か
ら
守
る
に
は
、
日
頃
か
ら
危
機
意

識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
東
日
本
大

震
災
で
の
教
訓
を
生
か
し
、
通
常
の
生
活

に
戻
り
つ
つ
あ
る
「
今
」
の
備
え
を
再
点

検
し
、
緊
急
時
の
連
絡
方
法
、
帰
宅
経
路

の
確
認
、
食
料
品
の
確
保
な
ど
、
ご
家
族

で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。「
再
び
」へ
の

準
備
、
今
日
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
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�
揺
れ
が
大
き
い
最
初
の
１
分
間

　
〔
自
分
の
身
を
守
る
〕

　

転
倒
の
お
そ
れ
の
あ
る
家
具
な
ど
か
ら

離
れ
、テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下
に
身
を
隠
す
。

慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
。

�
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら

　
〔
出
火
防
止
・
避
難
口
確
保
〕

　

ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
。
火
が
出
た
ら
落
ち
着
い
て
初
期
消

火
。
ド
ア
・
窓
を
開
け
て
避
難
口
を
確
保

す
る
。

�
地
震
発
生
か
ら
３
日
目
ま
で

　
〔
安
全
確
認
、
余
震
に
注
意
〕

　

倒
壊
し
か
け
た
家
屋
に
近
寄
ら
な
い
。

隣
近
所
に
声
を
か
け
、
状
況
に
よ
り
、
徒

歩
で
避
難
す
る
。

　
〔
隣
近
所
で
消
火
・
救
出
・
救
護
〕

　

隣
近
所
で
協
力
し
、
消
火
、
け
が
人
の

救
出
・
救
護
に
あ
た
る
。　

　
〔
自
力
で
し
の
ぐ
〕

　

備
蓄
し
て
お
い
た
飲
料
水
、
食
料
な
ど

を
利
用
す
る
。
デ
マ
に
注
意
し
、
正
し
い

情
報
を
つ
か
む
。

�
地
震
発
生
か
ら
４
日
目
以
降

　
〔
生
活
の
維
持
と
回
復
〕

　

災
害
（
余
震
な
ど
）
に
注
意
し
情
報
の

収
集
に
あ
た
る
。
復
旧
に
向
け
努
力
す
る
。
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�
揺
れ
を
感
じ
た
ら
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
下

に
隠
れ
、
身
を
守
る
。
余
裕
が
な
け
れ

ば
、手
近
の
座
布
団
な
ど
で
頭
を
守
る
。

�
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
速
や
か
に
火
の

始
末
を
す
る
。
コ
ン
セ
ン
ト
や
ガ
ス
の

元
栓
の
処
置
も
忘
れ
ず
に
。

９月１日は

～地震・台風への心構えを再確認しましょう～
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号３

�
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
ら
ず
、窓
ガ
ラ
ス
・

看
板
な
ど
の
落
下
物
か
ら
頭
を
カ
バ
ン

な
ど
で
保
護
し
て
、
空
き
地
や
公
園
な

ど
に
避
難
す
る
。
近
く
に
空
き
地
な
ど

が
な
い
時
は
、
周
囲
の
状
況
を
冷
静
に

判
断
し
て
、
建
物
か
ら
離
れ
た
安
全
性

の
高
い
場
所
へ
移
動
す
る
。

�
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
自
動
販
売
機
な
ど
に
は

近
付
か
な
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
つ
り
革
や
手
す
り
に
両
手
で
し
っ
か
り

つ
か
ま
る
。

�
途
中
で
止
ま
っ
て
も
、
非
常
コ
ッ
ク
を

開
け
て
勝
手
に
車
外
へ
出
た
り
、
窓
か

ら
飛
び
降
り
た
り
し
な
い
。

�
乗
務
員
の
指
示
に
従
っ
て
落
ち
着
い
た

行
動
を
心
掛
け
る
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
地
震
を
感
じ
た
ら
、
直
ち
に
高
台
へ
避

難
す
る
。
津
波
注
意
報
・
警
報
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
海
岸
に
近
付
か
な
い
。

　

３
月　

日
東
日
本
大
震
災　

大
洗
町

１１

写
真
提
供　

茨
城
県
防
災
航
空
隊    

　

一
次
避
難
所
は
公
民
館
や
集
会
所
、
二

次
避
難
場
所
は
公
園
、
二
次
避
難
所
は
学

校
な
ど
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
万
が
一

に
備
え
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

常
陸
大
宮
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、「
避

難
所
情
報
」と
し
て
詳
し
い
所
在
地
等
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	

�
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
と
握
り
、
徐
々

に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
路
上
の
左
側

に
止
め
、
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。

�
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
冷
静
に
周
囲
の

状
況
を
確
認
し
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
で
情
報

を
収
集
す
る
。

�
避
難
が
必
要
な
時
は
、
キ
ー
は
つ
け
た

ま
ま
で
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
は
し
な
い
。
車

検
証
な
ど
の
貴
重
品
を
忘
れ
ず
に
持
ち

出
し
、
徒
歩
で
避
難
す
る
。

劇
場
で
は
…

�
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
座
席
の

間
に
身
を
隠
し
、係
員
の
指
示
を
聞
く
。

慌
て
ず
冷
静
な
行
動
を
。

ホ
テ
ル
・
デ
パ
ー
ト
・

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
…　

�
カ
バ
ン
な
ど
で
頭
を
保
護
し
、
シ
ョ
ー

ウ
イ
ン
ド
ー
や
商
品
な
ど
か
ら
離
れ

る
。
柱
や
壁
際
に
身
を
寄
せ
、
係
員
の

指
示
を
聞
き
、
落
ち
着
い
た
行
動
を
。

�
�
�
�

�
倒
れ
そ
う
な
電
柱
や
垂
れ
下
が
っ
た
電

線
に
注
意
す
る
。

http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/
にアクセスしてください。

「避難所情報」
をクリック
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号４
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応
急
手
当
の
必
要
な
心
肺
停
止
状
態
の

傷
病
者
に
直
面
し
た
時
、
そ
の
傷
病
者
を

助
け
ら
れ
る
の
は
あ
な
た
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
心
肺
停
止
状
態
の
傷
病

者
を
救
う
た
め
、
毎
月
第
４
土
曜
日
に　
１５

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習
Ⅰ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
を
中

心
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
方
法
や
大
出
血
の

止
血
法
、
骨
折
の
固
定
や
異
物
に
よ
る
窒
息

の
解
除
な
ど
の
実
技
講
習
を
行
っ
て
い
て
、

受
講
者
に
は
講
習
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、自
治
会
や
事
業
所
へ
お
伺
い
し
、

救
命
講
習
会
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
警
防
課
警
防
グ
ル
ー
プ

�
　

－

１
１
５
３

５３

東
消
防
署
救
急
グ
ル
ー
プ

�
　

－

１
１
５
７

５３

西
消
防
署
警
防
救
急
グ
ル
ー
プ

�
　

－

２
１
１
９

５６
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東
日
本
大
震
災
で
、
地
域
の
消
防
団
の

重
要
性
、
必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
消
防
団
は
、
普
段

は
自
分
の
職
業
や
学
業
を
持
ち
な
が
ら
、

平
常
時
に
は
地
域
の
防
火
・
防
災
の
担
い

手
と
し
て
、
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
は
、

消
火
・
警
戒
な
ど
の
消
防
活
動
を
行
い
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
消
防
団
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
担
い
手
と
な
る
若

い
団
員
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
身
分
は
特
別
職
の
公
務
員

で
、
入
団
資
格
は
、　

歳
以
上
で
常
陸
大

１８

宮
市
に
居
住
ま
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
人

な
ら
ば
、
男
性
で
も
女
性
で
も
入
団
で
き

ま
す
。
入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
、
詳
し
い

内
容
を
知
り
た
い
方
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
総
務
課
地
域
消
防
グ
ル
ー
プ

�
　

－

１
１
５
２

５３

�
�
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�
�
�
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�
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大
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
交
通
網
の

寸
断
、
同
時
多
発
火
災
な
ど
に
よ
り
消
防

な
ど
の
防
災
機
関
が
十
分
機
能
で
き
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
自
力
脱
出
困
難
者
３
万
５
千
人

の
う
ち　

％
が
近
隣
住
民
に
よ
っ
て
救
助

７７

さ
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
も

懸
命
な
救
助
活
動
を
行
い
ま
し
た
が
全
体

の　

％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
か
に

１９
近
隣
住
民
の
力
が
大
切
か
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
力
を
発
揮
す
る

の
が
地
域
ぐ
る
み
の
協
力
体
制
で
す
。
現

在
市
内
に
は　

の
自
主
防
災
組
織
が
結
成

４３

さ
れ
て
い
ま
す
。「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
自

主
防
災
組
織
の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

���� � � � � � � 	 


　地震などの災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりに
くい状況になった場合に提供が開始される声の伝言板です。事前契約は
不要です。

��������　���の一般電話、公衆電話、
　　　　　　　　　携帯電話、���
��������　１伝言３０秒以内
�� � � � �　１電話番号あたり１～１０伝言
�������　２日間（４８時間：自動消法）
��������

　　�　�　�　� 　�

　ガイダンスのあとに、自宅の電話番号等連絡を取りたい方の電話番号
をダイヤルしてください。

　　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�
��������

　　�　�　�　� 　�

　ガイダンスのあとに、自宅の電話番号等連絡を取りたい方の電話番号
をダイヤルしてください。

　　�　�　�　�　�　�　�　�　�　�
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号５

　東日本大震災の時、停電、断水となり食料等の流通が途絶えました。
　あって良かったもの、無くて困ったものを思い出してみましょう。
　災害に備え、以下のチェックリストを参考に非常持ち出し品のチェックを
しましょう。

必要なもの必要なもの
非常時に

���������	
������������

非常持ち出し品チェックリスト
【貴重品】
　□現金（小銭も忘れずに）
　□権利証書
　□預金通帳
　□健康保険証
　□印鑑
　□身分証明書

【応急医薬品】
　□絆創膏
　□傷薬
　□包帯
　□消毒液

【衣類】
　□下着・上着・靴下
　□軍手
　□タオル
　□毛布
　□雨具

【食器類】
　□鍋・水筒等
　□缶切り・栓抜き
　□割りばし
　□紙コップ・紙皿

【食品】
　□水（一人一日３�目安）
　□乾パン
　□缶詰やレトルト食品
　□栄養補助食品
　□アルファ米
　□ドライフード
　□インスタント食品
　□梅干し
　□チョコレート
　□菓子類（ビスケットなど）
　□調味料
　赤ちゃんがいる場合
　□粉ミルク・哺乳瓶

【燃料】
　□卓上コンロ
　□固形燃料
　□携帯コンロ
　□ガスボンベ

【日用品】
　□生活用水
　□洗面用具
　□バケツ
　□ロウソク
　□スコップ
　□ロープ

　□携帯ラジオ
　□底の厚い靴
　□ヘルメット、
　　頭巾等頭を守るもの
　□ライター、マッチ
　□ドライシャンプー
　□トイレットペーパー
　□ティッシュペーパー
　□ウェットティッシュ
　□ガムテープ
　□キッチン用ラップ
　□寝袋
　□使い捨てカイロ
　□さらし
　□バール
　□新聞紙
　□電池
　□生理用品
　□紙オムツ
　□ビニール袋
　□ビニールシート
　□ポリタンク
　□懐中電灯

【その他】
　□（　　　　　　　　）
　□（　　　　　　　　）
　□（　　　　　　　　）



広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号６

常
陸
大
宮
市
の

常
陸
大
宮
市
の

　
　

下
水
道
事
業
の
取
り
組
み

　
　

下
水
道
事
業
の
取
り
組
み

常
陸
大
宮
市
の

　
　

下
水
道
事
業
の
取
り
組
み

　

し
か
し
、
浄
化
槽
は
、
保
守
点
検
と
清

掃
を
定
期
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
機
能
が
発

揮
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
守
点
検
と
清

掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る

た
め
に
、
法
定
検
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

浄
化
槽
の
管
理
者
（
浄
化
槽
を
使
用
し

て
い
る
方
）
に
は
、
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
が
浄
化
槽
法
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
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�
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公
共
下
水
道
事
業
は
、
都
市
計
画
区
域

（
大
宮
地
域
の
一
部
）を
対
象
に
平
成
元
年

度
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
計
画

の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
認
可
区
域
を
拡

大
し
、
８
４
６　

の
全
体
計
画
に
対
し
、

ha

３
７
８　

の
区
域
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

ha

す
。（
平
成　

年
度
末
）

２２

　

市
で
集
め
た
下
水
は
、
県
が
建
設
し
た

下
水
道
管
を
流
れ
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
阿

字
ヶ
浦
海
岸
付
近
に
あ
る
那
珂
久
慈
浄
化

セ
ン
タ
ー
に
集
め
ら
れ
、
き
れ
い
な
水
に

な
っ
て
太
平
洋
に
放
流
さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
農
地
や
農
業
用

排
水
路
に
汚
れ
た
水
が
流
れ
込
む
の
を
防

ぎ
、生
活
環
境
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

生
産
性
の
高
い
農
業
の
実
現
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
主
に
集
落
を
単

位
と
し
た
農
業
振
興
地
域
内
の
汚
水
を
集

め
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
で
一
括
処

理
し
ま
す
。
市
内
に
は
、　

カ
所
の
処
理

１３

施
設
が
あ
り
、
生
活
排
水
を
処
理
し
て
水

路
等
に
処
理
水
を
排
水
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
小
瀬
地
区
で
全
面
供
用
開
始

に
向
け
、
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

浄
化
槽
整
備
事
業
は
、
個
々
の
住
宅
の

宅
地
内
に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
事
業
で
、

生
活
排
水
を
処
理
し
て
宅
地
内
や
道
路
の

側
溝
等
に
排
水
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
や
農
業
集
落
排
水
事

業
の
集
合
処
理
施
設
と
は
異
な
り
、
工
事

が
短
期
間
で
済
む
た
め
、
す
ぐ
に
受
益
効

果
が
現
れ
ま
す
。

空気

空気の流れ

汚　水

嫌気性
微生物

好気性
微生物

沈殿槽
嫌気ろ床槽

嫌気ろ床槽

接触ばっ気槽

消
毒
剤

������

�������	
�

��������	

����



広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号７

人家のまばらな周辺部は
浄化槽で整備

中心部は下水道で整備

農村部の集落は農業集落
排水事業で整備

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
及
び
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
次
の
よ
う

な
物
を
流
す
と
排
水
管
の
詰
ま
り
や
施
設

の
故
障
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
流
さ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
台
所
か
ら
出
る
野
菜
く
ず
、
残
飯
や
油

類
な
ど
（
特
に
油
は
下
水
管
の
中
で
冷

や
さ
れ
て
固
ま
り
、
管
を
詰
ま
ら
せ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
）

�
水
に
溶
け
な
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
ビ
ニ
ー
ル
や
布
類
な
ど

�
ア
ル
コ
ー
ル
、
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど

の
危
険
物
や
化
学
薬
品
な
ど

�
雨
水

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

下
水
道
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、
井

戸
水
ま
た
は
井
戸
水
と
水
道
水
を
併
用
し

て
い
る
方
及
び
市
で
設
置
し
た
戸
別
浄
化

槽
を
ご
使
用
の
方
は
、
出
生
・
死
亡
・
転

出
・
転
入
等
に
伴
う
人
数
の
変
更
に
よ
り
、

下
水
道
の
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
の

で
、「
下
水
道
使
用
者
等
変
更
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
用
紙
は
、
下
水
道

課
及
び
各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。 

�
�
�
�
�
�
�
	


�
	
�

�

　

下
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
負
担

金
、
分
担
金
・
国
県
補
助
金
・
市
の
出
資

金
等
多
額
の
費
用
を
か
け
て
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
で
き
あ
が
っ
た
下
水

道
施
設
の
維
持
管
理
に
も
多
額
の
費
用
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
使
用

料
も
維
持
管
理
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
１
日
も
早
い
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

▲平成２２年に供用開始した美和中部地区農業排水処理施設



広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号８
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下
水
道
の
日
は
、
著
し
く
遅
れ
て
い
た

我
が
国
の
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
を
図

る
た
め
、
１
９
６
１
年
に
「
全
国
下
水
道

促
進
デ
ー
」
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

市
で
も
毎
年
９
月
に
「
下
水
道
促
進
週

間
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
、
市
内
小
中

学
生
、
一
般
の
方
々
か
ら
多
く
の
参
加
を

得
て
、
楽
し
み
な
が
ら
下
水
道
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
ま
す
。

▲下水道コンクール作品展示の様子

　

家
庭
の
台
所
・
風
呂
場
な
ど
の
生
活
排
水
や
ト
イ
レ
の
汚

水
を
下
水
道
施
設
に
流
す
た
め
に
、
個
人
の
敷
地
内
に
設
置

す
る
排
水
管
や
汚
水
ま
す
な
ど
の
こ
と
を
「
排
水
設
備
」
と

い
い
、
こ
の
排
水
設
備
の
設
置
や
維
持
管
理
は
皆
さ
ん
に

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

下
水
道
施
設
に
接
続
す
る
場
合
は
、
市
の
排
水
設
備
指
定

工
事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

��������������	�
��

供用開始年度接続率（％）施　設　名地　域

平成６年度１００．０高渡地区農業集落排水処理施設

大　宮

平成９年度９９．５岩崎地区農業集落排水処理施設

平成１２年度９１．６富岡地区農業集落排水処理施設

平成１５年度８８．３塩原地区農業集落排水処理施設

平成２１年度４７．１岩瀬地区農業集落排水処理施設

平成１３年度９２．３西野内地区農業集落排水処理施設山　方

平成１３年度６７．６鷲子地区農業集落排水処理施設美　和

平成１３年度８５．０大岩小舟地区農業集落排水処理施設
緒　川

平成１５年度７８．０油河内地区農業集落排水処理施設

平成７年度９３．５長倉地区農業集落排水処理施設
御前山

平成１６年度６８．１野口地区農業集落排水処理施設

平成７年度７９．９公共下水道

（平成２２年度末現在）

（供用開始１年未満の美和中部地区処理施設、小瀬地区処理施設は除く）

下
水
道
課　

庶
務
グ
ル
ー
プ

�
　

－

７
２
５
０

５３

�����



広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号９

　

身
近
な
み
ど
り
整
備
推
進
事
業
（
森
林

湖
沼
環
境
税
活
用
事
業
）
は
、
平
地
林
や

里
山
林
の
保
全
を
図
り
、
快
適
で
豊
か
な

森
林
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
枯

木
等
の
伐
採
や
、
下
刈
り
・
除
間
伐
・
枝

打
ち
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、
小
学
校
や
運
動
公
園

２２

周
辺
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▲美和地域　小田野地区

�
問
い
合
わ
せ�

　

経
済
建
設
部

　

農
林
課　

農
林
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
�
　

－

１
１
１
１　

内
線
２
０
３

５２

　

６
月　

日
、
岩
崎
ふ
る
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ

２０

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
岩
崎
長
生
睦
会
主
催
に

よ
る
交
通
安
全
教
室
が
、
茨
城
県
に
１
台

し
か
な
い
歩
行
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
教
室

が
市
内
で
開
催
さ
れ
た
の
は
今
回
が
初
め

て
で
、
参
加
し
た
高
齢
者
は
、
様
々
な
道

路
状
況
に
変
化
す
る
映
像
に
合
わ
せ
て
、

足
踏
み
し
な
が
ら
道
路
を
横
断
す
る
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、
自
動
車
が
走
っ

て
い
る
道
路
を
実
際
に
横
断
し
て
い
る
よ

う
な
疑
似
体
験
が
で
き
る
貴
重
な
シ
ス
テ

ム
で
、同
様
に
自
転
車
運
転
中
の
体
験
も
で

る
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

体
験
型
交
通
安
全
教
室
開
催

　

参
加
者
は
、
横
断
中
に
起
こ
る
か
も
し

れ
な
い
危
険
を
疑
似
体
験
し
、
交
通
安
全

の
意
識
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
借
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
大
宮
警
察
署
交
通
課

（�
　

－

０
１
１
０　

内
線
４
１
０
・
４
１

５２
１
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

７
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
一
斉
ク
リ
ー

１０

ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ご
み
の
な
い
清
潔
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
各
地
区
の
環
境
保
全

推
進
委
員
長
を
中
心
に
地
域
住
民
や
市
内

中
学
校
、
県
立
小
瀬
高
等
学
校
、
常
陸
大

宮
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
常
陸
大
宮
市

建
設
業
協
会
、
常
陸
大
宮
市
内
郵
便
局
な

ど
、
約
１
万
２
千
人
が
一
斉
に
国
道
・
県

道
・
市
道
及
び
河
川
の
清
掃
活
動
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　

た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
紙
く
ず
な
ど
の
可

燃
ご
み
２
７
３
０�
と
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
不
燃
ご
み
１
７
７
０�
そ
し
て

粗
大
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
暑
い
な
か
の
作

業
あ
り
ご
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

▲辰ノ口橋下でごみ拾いを行う中学生
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号１０

　

７
月　

日
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
通

１１

信
に
関
す
る
協
定
調
印
式
が
、
市
長
室
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
（
人
見
克

彦
会
長
）
か
ら
、
災
害
時
の
情
報
収
集
・

伝
達
に
協
力
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
、協
定
締
結
の
話
を
進
め
て
い
る
な
か
、

３
月　

日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま

１１

し
た
。
災
害
時
に
は
、
停
電
の
た
め
電
話

が
つ
な
が
ら
な
い
状
況
と
な
り
、
本
庁
と

総
合
支
所
と
の
連
絡
に
苦
慮
し
て
い
ま
し

た
が
、
締
結
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
ク
ラ
ブ

の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
情
報
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ

の
会
員
数
は　

人
。
今
後
ま
た
い
つ
起
こ

１７

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
時
に
は
、
有
効
な

通
信
手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
と
協
定
締
結

　

７
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
、
盛
金

１６

１８

Ｗ
Ａ
Ｃ
協
議
会
（
川
野
辺
耕
機
代
表
）
の

協
力
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
体
験
ツ
ア
ー
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
市
と
災
害
協
定
を
結

ん
で
い
る
東
京
都
豊
島
区
の
親
子
５
組　
２２

人
で
、
山
方
地
域
の
パ
ー
ク
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
の
ケ
ビ
ン
に
宿
泊
し
、川
遊
び
、ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
摘
み
取
り
、
草
木
染
め
の
体
験
、

ホ
タ
ル
の
観
察
会
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
興
味
津
々
で
取
り
組
ん
だ

の
が
ズ
ー
コ
ン
釣
り
。
釣
り
竿
の
針
に
川

虫
を
つ
け
、浅
瀬
に
立
ち
、下
流
に
向
か
っ

て
竿
を
往
復
さ
せ
る
釣
法
で
、　

匹
以
上

３０

釣
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

常
陸
大
宮
の
自
然
を
満
喫

　

７
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
災
害
義
援
金

２０

配
分
委
員
会
が
開
か
れ
、
義
援
金
の
配
分

基
準
等
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

配
分
金
額

　

◆
全
壊
（
住
家
）　　
　

万
円　

２０

　

◆
半
壊
（
住
家
）　　
　

万
円

１０

支
給
方
法

　

常
陸
大
宮
市
災
害
見
舞
金
申
請
時
に
指

定
し
て
い
た
だ
い
た
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

�
問
い
合
わ
せ�

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
　
�
　

－

１
１
１
１
内
線
１
３
４

５２

常
陸
大
宮
市
災
害
義
援
金

　

配
分
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲左：三次市長　右：人見会長

▲ズーコン釣り
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広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号１１
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　わたしたち茨城大学の学生は、塩
田地区で畑をやらせてもらっていま
す。今はちょうどナスやキュウリな
どの夏野菜が採れ、やはり自分で作
るとおいしいなあ、なんて思ってい
ます。畑作業は大変さもあります
が、楽しいことの方が多いです。作
業の合間の談笑や、地域の方が話しかけてくださって、
何かと教わるのがとても楽しいですし、うれしいです。
これからさらにたくさんの人と交流できたらと思って
います。
　そんなわたしたちに、茨城のよいものよいところを、
料理で紹介しようというイベント「アルベトレッペ食
堂」への参加のお誘いが。わたしたちが育てたそばな
どを提供し、１１月６日、水戸市で開かれるイベントで
常陸大宮市をPRしてきます。
　暑い夏も太陽に負けじとがんばります。応援よろし
くお願いします！！

　

平
成　

年
第
２
回
常
陸
大
宮
市
議
会
臨

２３

時
会
が
、
７
月　

日
に
開
会
さ
れ
、
次
の

２６

議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

　

平
成　

年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算 

２３２３

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認

　

専
決
処
分
の
承
認 

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨臨

時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市
議
会
臨
時
会

市
議
会
臨
時
会

市
議
会
臨
時
会

　

移
動
市
長
室
が
、
大
宮
地
域
を
対
象
と

し
て
、
７
月　

日
に
大
宮
公
民
館
世
喜
分

２７

館
で
、
７
月　

日
に
は
大
宮
公
民
館
村
石

２８

分
館
で
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

移
動
市
長
室
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生

の
声
を
市
政
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
平

成　

年
度
か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。

２０

　

今
回
も
市
民
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
そ
の
他
の
地
域
の
移
動
市
長
室

に
つ
い
て
は
秋
頃
に
開
設
す
る
予
定
で
す
。

移
動
市
長
室
開
設

｢相続･借金問題･離婚･

０２９４（３３）６６２２

茨城県弁護士会所属    弁護士  片岡 優
関東信越税理士会所属 税理士  片岡 優

刑事･交通事故･相続税申告｣
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▲大宮公民館世喜分館での懇談の様子
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▲�津智成さん▲大内絢乃さん



広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号１２
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▲優勝した吉澤さん（写真右）

　

す
べ
て
形
あ
る
も
の
は
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
傷
み
、
壊
れ
て
行
き
ま
す
。
し

か
し
、
人
々
が
遠
い
昔
か
ら
心
の
よ
り
ど

こ
ろ
と
し
て
き
た
品
々
や
、優
れ
た
建
物
、

美
術
・
工
芸
品
、
私
た
ち
の
歴
史
を
知
る

た
め
の
貴
重
な
資
料
な
ど
は
、
し
ば
し
ば

修
理
・
修
復
が
施
さ
れ
、
未
来
に
遺
す
努

力
が
は
ら
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か

げ
で
、
私
た
ち
は
様
々
な
時
代
の
多
様
な

文
化
財
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
祖
先
の

優
れ
た
技
術
・
文
化
に
感
銘
を
受
け
、
そ

の
精
神
世
界
や
人
々
の
生
活
に
触
れ
て
歴

史
に
思
い
を
馳
せ
、
我
々
の
生
き
ざ
ま
に

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

写
真
の
釈
迦
如
来
坐
像
は
、
平
成　

年
２０

に
行
っ
た
市
内
の
祭
礼
調
査
の
折
に
、
氷

之
沢
地
区
元
沢
集
落
で
偶
然
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
既
に
材
木
は
腐
り
強
度
を
な
く
し

て
い
て
、
一
部
は
失
わ
れ
、
部
材
は
バ
ラ

バ
ラ
で
指
や
玉
眼
な
ど
は
欠
失
、
虫
穴
が

無
数
に
開
い
て
い
る
と
い
う
状
態
で
し

た
。
管
理
者
の
ご
理
解
に
よ
っ
て
即
日
資

料
館
に
預
か
り
、
清
掃
と
殺
虫
の
応
急
処

置
を
施
し
て
現
状
を
記
録
し
ま
し
た
。
専

門
家
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
江
戸

時
代
前
期
の
基
準
作
に
位
置
付
け
ら
れ
る

貴
重
な
仏
像
と
判
明
、
修
復
や
そ
の
方
法

が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

管
理
者
を
通
じ
て
集
落
に
事
情
を
説
明

し
相
談
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
資
料

館
で
保
管
・
管
理
し
て
市
民
に
広
く
公
開

し
て
ほ
し
い
と
、
仏
像
は
資
料
館
に
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
仏
像
は
平

成　

年
度
に
修
復
さ
れ
、
こ
の
よ
う
に
美

２２
し
く
気
高
い
姿
に
よ
み
が
え
り
、
現
在
、

資
料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ

て
、
多
く
の
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を

胸
に
こ
の
お
釈
迦
様
の
前
で
手
を
合
わ
せ

て
い
た
様
子
が
、目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

　

市
内
に
は
、
ま
だ
ま
だ
人
知
れ
ず
失
わ

れ
て
ゆ
く
貴
重
な
文
化
財
が
あ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
回
の
大
震
災
に
よ
っ
て
、
こ

の
状
況
は
急
激
に
悪
化
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
回
り
に
こ
の
よ
う
な

文
化
財
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
汚
れ
、
壊
れ

か
け
て
い
る
文
化
財
は
、
貴
重
に
は
見
え

な
い
も
の
で
す
。「
価
値
が
な
い
」な
ど
と

判
断
せ
ず
、
ぜ
ひ
資
料
館
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　　
　

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館

　
　
　
　
　
　
　
�
　

－

１
４
５
０

５２

新
収
蔵
品
紹
介

▲修復後の　　　
釈迦如来坐像
〔寛文１３年（１６７３）〕 

▲清掃後、残ってい
る部材を組み合わ
せた修復前の姿



広報　常陸大宮　　　　平成２３年８月号１３

特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します特定
保健指導

はあなたの健康づくりを応援します
糖分摂りすぎていませんか？糖分摂りすぎていませんか？糖分摂りすぎていませんか？

　

暑
い
日
が
続
く
と
、
熱
中
症
予
防
の
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
等
の
清
涼
飲
料

を
飲
ん
で
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

こ
れ
ら
の
飲
み
物
に
含
ま
れ
る
糖
（
単

純
糖
質
と
呼
ば
れ
、
お
菓
子
や
果
物
・
お

酒
・
ビ
ー
ル
に
含
ま
れ
る
糖
と
同
じ
も
の
）

は
、　

〜　

秒
で
腸
管
か
ら
血
液
中
に
吸

５０

６０

収
さ
れ
る
た
め
、
急
激
に
血
糖
値
が
上
が

り
ま
す
。
人
間
の
体
に
は
、
血
糖
値
を
一

定
に
保
と
う
と
す
る
働
き
が
あ
る
た
め
、

 
膵 
臓
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン

す
いが

分
泌
さ
れ
血
糖
値
を
下
げ
ま
す
。
急
激

に
血
糖
値
が
上
が
る
と
、
早
く
血
糖
値
を

下
げ
よ
う
と
、
た
く
さ
ん
の
イ
ン
ス
リ
ン

を
必
要
と
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
膵
臓
に

大
き
な
負
担
が
か
か
る
と
と
も
に
、
血
管

が
傷
ん
で
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
膵
臓
か
ら
一
生
涯
に
分
泌
さ
れ
る
イ

ン
ス
リ
ン
の
量
は
決
ま
っ
て
い
て
、
糖
分

を
た
く
さ
ん
摂
っ
て
イ
ン
ス
リ
ン
を
無
駄

遣
い
し
て
い
る
と
、
将
来
糖
尿
病
を
引
き

起
こ
す
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
吸
収
さ
れ
た
糖
は
、
脂
肪
に
変

化
し
や
す
く
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
お
腹

が
ぽ
っ
こ
り
・
・
・
内
臓
脂
肪
型
肥
満
と

い
う
こ
と
も
。
内
臓
脂
肪
が
蓄
積
す
る

と
、
脂
肪
細
胞
か
ら
悪
い
物
質
の
分
泌
が

増
え
、
動
脈
硬
化
を
抑
え
る
良
い
物
質
が

減
少
し
て
動
脈
硬
化
が
進
行
し
、
心
筋
梗

塞
や
脳
梗
塞
等
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
さ

ら
に
は
、
血
糖
値
を
下
げ
る
イ
ン
ス
リ
ン

の
働
き
が
悪
く
な
り
、
血
糖
値
が
上
が
り

糖
尿
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
糖
分
の
摂
り
過
ぎ
に
よ

り
、
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
は
高
ま
り
ま
す
。

し
か
し
、
体
の
中
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
等
を

発
症
し
て
初
め
て
血
糖
が
高
か
っ
た
こ
と

に
気
づ
く
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
年
に
１
度
は
必

ず
健
診
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
健
診
を
受
け
体
の
状
態
を
把
握
し
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

�問い合わせ先�　健康推進課　〔総合保健福祉センター（かがやき）内〕　�５４－７１２１
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じ
ょ
う 
い
ん 
じ

　

満
福
寺
が
開
か
れ
た

時
代
は
定
か
で
あ
り
ま

せ
ん
。
は
じ
め
は
下
檜

沢
に
作
ら
れ
、
少
な
く

と
も
享
徳
三
年
（
一
四

五
四
）
に
は
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。
そ
の
当
時
、
現

在
の
満
福
寺
の
地
（
上

檜
沢
）
に
は
満
福
寺
の

末
寺
の
浄
因
寺
が
あ
り

ま
し
た
。

　

禅
宗
で
あ
っ
た
浄
因
寺
は
暦
応
二
年

（
一
三
三
九
）に
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）

に 
宥  
慶  
法  
印 
と
い
う
僧
侶
に
よ
り
真
言
宗

ゆ
う 
け
い 
ほ
う 
い
ん

の
寺
と
し
て
再
興
さ
れ
ま
す
。
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）に
水
戸
藩
の
学
者 
小  
宮  
山  
楓 

こ 

み 
や
ま 
ふ
う

 
軒 
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た『
水
府
志
料
』

け
ん付

録
続
編
の
中
の「
常
州
那
珂
郡
檜
沢
村
満

福
寺
薬
師
堂
棟
札
之
写
」
に
よ
れ
ば
、
元

亀
三
年
（
一
五
七
二
）
十
月
八
日
、
白
雲
と

い
う
僧
侶
が
薬
師
如
来
堂
に
安
置
す
る
薬

師
如
来
像
を
新
造
し
た
と
さ
れ
ま
す（
棟
札

の
文
言
か
ら
、
像
で
は
な
く
堂
の
建
物
の

新
造
だ
っ
た
と
い
う
解
釈
も
あ
り
ま
す
）。

　

浄
因
寺
の
禅
宗
寺
院
時
代
の
本
尊
で

あ
っ
た
薬
師
如
来
が
、
真
言
宗
に
変
わ
る

と
き
に
薬
師
堂
を
作
っ
て
安
置
さ
れ
た
と

�
�
�
�
�
�

　

浄
因
寺
か
ら
伝
わ
る
薬
師
堂
に
は
鎌
倉

時
代
後
半
の
作
と
な
る
薬
師
如
来
像
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
材
の
一
木
造

で
座
っ
た
状
態
で
の
高
さ
は
七
十
一
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
ほ
ぼ
等
身
大
の
大
き

さ
で
す
。
※ 
院  
派  
風 
の
洗
練
さ
れ
た
作
風

い
ん 
ぱ 
ふ
う

で
、
強
い
後
ろ
盾
の
も
と
で
制
作
さ
れ
た

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
仏
像
で
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館　

�
　

－

１
４
５
０

５２

��
���
���
��
��
���
��	
�

か
み 
ひ 
ざ
わ 

ま
ん 
ぷ
く 
じ

推
定
さ
れ
ま
す
（
現
在
の
満
福
寺
の
本
尊

は
大
日
如
来
坐
像
）。

　

一
方
、
満
福
寺
は
寛
文
三
年
（
一
六
六

三
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
水
戸
藩
領
の
寺
院

開
基
帳
に
よ
れ
ば
、
享
徳
三
年
（
一
四
五

四
）
に
下
檜
沢
大
原
（
最
初
に
満
福
寺
が

建
て
ら
れ
た
地
）
の
鍛
冶
で
あ
っ
た
岡
崎

五
郎
左
衛
門
が 
宥  
真  
法  
印 
と
い
う
僧
侶
を

ゆ
う 
し
ん 
ほ
う 
い
ん

招
い
て
開
山
し
た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
に
水
戸
藩
が
お
こ
な
っ
た
寺
院

整
理
に
よ
っ
て
浄
因
寺
が
廃
寺
と
な
り
、

浄
因
寺
を
引
き
継
ぐ
形
で
満
福
寺
が
現
在

の
上
檜
沢
の
地
に
移
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	

　

現
在
、
満
福
寺
の
境
内
に
は
市
指
定
文

化
財
と
な
っ
て
い
る
薬
師
堂
山
門
が
あ
り

ま
す
。
薬
師
堂
は
浄
因
寺
に
あ
っ
た
も
の

で
、
満
福
寺
が
建
て
ら
れ
る
際
に
も
浄
因

寺
の
一
部
と
し
て
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

　

薬
師
堂
は
の
ち
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

す
が
、
山
門
は
修
復
を
重
ね
現
在
に
至
る

も
の
で
す
。

　

屋
根
の
部
分
は
寛
政
期
（
十
八
世
末
か

ら
十
九
世
紀
初
め
頃
）、屋
根
よ
り
下
の
部

分
は
戦
国
時
代
末
の
天
正
期
（
十
六
世
紀

末
）
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
 
切  
妻 
の
屋
根
は
板
葺
だ
っ
た
も
の
を
、

き
り 
つ
ま

現
在
は
ト
タ
ン
で
覆
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

屋
根
の
下
の 
垂  
木 
は 
繁  
垂  
木 
で
、
古
い
形

た
る 
き 

し
げ 
た
る 
き

式
を
残
し
て
い
ま
す
。
門
な
ど
の
見
ど
こ

ろ
の
ひ
と
つ
で
あ
る 
蟇  
股 
（
木
組
を
支
え

か
え
る 
ま
た

る
部
分
）
に
は
猿
面
が
彫
ら
れ
、
他
で
は

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍
し
い
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
猿
に
は
古
来
、
魔
除
け

の
意
味
合
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た
た
め
で

し
ょ
う
。

▲春には枝垂れ桜が見事な満福寺

▲満福寺薬師堂山門（市指定文化財）

▲猿面の蟇股▲木造薬師如来坐像

※
院
派
と
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
の

仏
師
の
一
派
で
都
を
中
心
に
活
躍
し
ま
し
た
。
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健  康
通  信
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犬の散歩はマナーを守って！
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フンは持ち帰りましょう！

①フンの上に
　ちり紙をおく

②ビニール袋に
　手を入れる

③フンをつかむ

● ● ● フンの始末の仕方の例 ● ● ●

④ビニール袋を裏返す
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尿を他人の家の塀や門などにさせないようにしましょう！

バッ
クの中身

ちり紙、
ビニール袋、
ペットボトル
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マイナスカーボン・プリンティングシステムズ

1 2 0.32
（出典：林業白書）

高さ
22ｍ

直径
26cm

0021

32.32kgのCO2削減量とは
樹齢50年（高さ22ｍ・直径26cm）の杉の木約2.32本分が
1年間に吸収するCO２量に匹敵します。

▲図書が分類別・５０音順に並べられています

　３月の震災被害により休館となっていた図書情報館
が臨時開館され、図書資料の一部貸出と返却が行われ
ました。
　児童室と児童室脇エントランスでの限られた場所
に、震災後、開館に向けて準備していた新刊図書や話
題になった図書などが並べられ、多くの読書愛好家や
親子連れが来館しました。
　学習室の利用やビデオ視聴はできませんが、図書情
報館が再び利用できるようになる日を心待ちにしてい
た利用者の方が、嬉しそうに本を借りていました。
※今後の開館日については、広報常陸大宮お知らせ版または
市ホームページをご覧ください。

▲土浦市のつちまるさん
とパチリ。
名前に「まる」がつき、
外見もま～るく雰囲気
が似ていることから親
近感を覚えます

▲平成２２年２月、あるWebサイトが実施し
たインターネットご当地キャラ投票で、
みごと日本一となった「いしおさん」。茨
城県の 石  匠 の 見  世  蔵 組合と筑波大学との

いし く み せ ぐら

コラボレーションから生まれました

▲鹿嶋市の剣豪 塚原 卜  伝 さん。
ぼく でん

　テレビドラマ化決定おめでとうございま
す。秋の放送が楽しみです

拡大版！
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　全国から１７体のゆるキャラさんが、震災にあった
茨城県民と茨城のゆるキャラたちを励ますため、早
朝からバスを走らせ、応援にかけつけてくれました。

▲参加した茨城県内のゆるキャラ１５体

▲1000人を超えるお客さんに見守られながら、
みんなでゆるキャラ音頭を踊りました。

　ひたまるも後ろの方でがんばりました！


